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会議等速報 

平成 29年 1月 31日 

件 名 
平成 28年度第 3回 

地域福祉計画推進委員会 
作成課 

福祉部 

地域福祉課 

日  時 平成 29年 1月 31日  15時 00分～16時 30分 

場  所 東別館 特別中会議室 

出 席 者 地域福祉推進委員 21名・地域福祉支援員 6名・事務局 3名 

市出席者 
委 員： 

事務局： 

福祉部長、すこやか長寿部長、こども未来部長、保健所長 

地域福祉課 3名 

会 次 第 

１．開会   

２. 委員長あいさつ 

３．議事 

(１) 前回（Ｈ２８第２回）会議議事録の確認について 

   (２) パブリックコメント手続等の実施結果及び第４期地域福祉計画（案）について 

４．今後の予定について 

主な 

決定事項 
第４期鹿児島市地域福祉計画（案）の承認 

主な意見等 

 【会議内容】（主な意見） 

【前回（Ｈ２８第２回）会議議事録の確認について】 

特になし 

 

【パブリックコメント手続等の実施結果及び第４期地域福祉計画（案）について】 

＊パブリックコメント手続について 

・計画（案）第４編 中央地区計画に、「地域福祉館におけるボランティアの募集と活用促進」

とあるが、個人のボランティア活動の促進なのか、ボランティアを活用した活動の促進なの

か。 

 ⇒福祉館によるボランティアの募集とともに、ボランティアを必要とする人へのマッチング

も同時に行い、地域での活動を促進していこうというものである。 

 

・計画（案）第４編 中央地区計画に、「民生委員・児童委員による高齢者などの要配慮者の把

握と細やかな対応」とあるが、実際、記載されているように民生委員が細やかに把握し対応

する事ができるのか。 

 ⇒現在の活動でも、細やかな把握と対応が行われており、今後も引き続き行われていくよう

に具体的に記載したものである。 

 

・計画（案）第４編 中央地区計画に、「災害時における避難に向けた要支援者等への細やかな

心配りと支援」とあるが、「細やかな心配り」と「支援」は同じ意味合いではないか。 

 ⇒災害時に避難をする際には、個々の状況に応じて様々な支援が必要である事から、あらゆ

る事を想定し、このような表現となっている。 

 

・計画（案）の中に、「地域包括支援センター」とあるが、鹿児島市では「長寿あんしん相談 

センター」とも呼ばれているので、併せて記載したほうがいいのではないか。 

⇒事務局にて検討する。 

 



 

・伊敷地区計画中に、高齢者福祉センター伊敷・西部親子つどいの広場が整備されるとあるが、 

いつから供用開始か。 

⇒両施設は合築して、平成 29年 4月 1日に供用開始する予定である。 

 

＊第 4期地域福祉計画（案）について 

・計画（案）に、福祉活動に利用される拠点づくりの支援として、「町内会等集会所の新築及

び改築等によるバリアフリー化への支援」とあるが、バリアフリー化は新築や改築に限らず

推進するべきではないか。 

 ⇒バリアフリー化への支援は、新築や改築に限ったわけではない事から、「新築及び改築等」

の等の部分に、増築や改修等、あらゆる状況での支援を含んで記載しております。 

 

 

【今後の予定について】 

特になし 

 

 

 


